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2. 本年度WG会合開催実績 
（１）第１回：平成１９年１０月１１
日 
（２）第２回：平成１９年１０月２２
日 
   
3. 活動目的 
 臨界点近傍のおける高速ピストン

効果の実験成果を逐次公表する。新た

に臨界点近傍での沸騰などの相分離

をともなう流体現象を実験的・理論的

に研究する。フランス臨界点実験グル

ープと連携して共同宇宙実験の可能

性を探求する 
 

4. 活動内容 
WG活動に関わる個別 meeting 
 本年度は、将来的に持続可能な実験
拠点を形成するため、JAXA調布にあ
る臨界点実験装置を、兵庫県立大学に
移送し、また、技術的なノウハウも伝
承していくことを行った。このための
ミーティングを、WG 会合とは別に、
実験担当メンバー（小貫、大西、吉原、
河南）のみでの会合を複数回、実施し
た。具体的には、JAXA調布２回（小
貫・大西・吉原・河南×１、大西・吉
原・河南×１）、京都大学２回（小貫・
河南×２）、兵庫県立大学３回（小貫・
河南×１、吉原・河南×１、大西・河
南×１）の合計７回である。このよう
な個別会合の結果、JAXA調布で実施
していた臨界点ダイナミックス実験
装置を兵庫県大に移築され、装置が稼
働できるようになった。 
 
第１回WG会合：２００７年度第一回
目の WG 会合を２００７年１０月１
１日に、東京大手町の日本宇宙フォー
ラムの会議室にて行った。出席者は、
小貫、三浦、大西、吉原、佐藤、河南
の７名であった。小貫から、今年度の
WG活動に関する方針の説明の後、三
浦からこれまでの臨界点近傍流体で
の高速熱伝播実験に関する理論的検
証の説明があった。最後に、河南から
兵庫県大に移動した実験装置の稼働
状況に関して説明があった。次回の会
合を、ISPS 奈良の前に、ESA の国際
トピカルチームとの合同で行うこと
を確認した。 
 
第２回WG会合： ISPS奈良を ESA側
の研究者との情報交換と連携の絶好
の機会と捉え、ホテル日航奈良の会議
室にて、ESAトピカルチームとの合同



会合を開催した。発表者は日本側３名、
ESA側９名であった（参加者は約２０
名）。詳細は添付資料 01に記述するが、
我々WGが興味を持つ、ESA側の宇宙
実験装置 DECLIC の詳細や現状に関
する発表があり、将来的な連携を考え
るために、非常に有意義であった。 
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6. 次年度の計画 
 次年度からは、兵庫県大に移築した

実験装置にて、臨界点近傍流体の潜熱

流を伴う熱流動現象に関して、詳細に

検討する。また、ESA 側との連携をよ

り深め、微小重力実験や宇宙実験の機

会を得られるように、鋭意努力してい

きたい。 


